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研究成果の概要（和文）：本プロジェクトでは，人文地理学者が培ってきた豊富なフィールドワークの経験や蓄積にも
とづき，暗黙知とされてきたフィールドワークを体系的に考察することにより，方法論の「ホワイトボックス」化に挑
んだ．研究そのものを遂行するノウハウや研究論文の論旨を組み立てる方法などに注意を払いつつ，データを系統的に
取得・蓄積・管理・分析・可視化・伝達する汎用的な方法を探究した．さらに，GISデータ解析のポータルサイトを立
ち上げ，時空間データベースの活用実験を行うとともに，空間解析を主体としたフィールドサイエンスの確立に向けて
議論を重ねた．本研究の成果はウェブで公開した.

研究成果の概要（英文）：Though fieldwork has been widely used in various academic disciplines, the methods
 and techniques are not systematically discussed. In this condition, attempts were made to construct and g
eneralize the fieldwork methodologies including collections, analysis, and visualization of geospatial dat
a and circulation of the outcomes. We conducted the studies on 1) effective use of real-time data collecti
on and 2) application of geospatial database using GIS techniques. Finally we discussed on the field scien
ce as an academic field which is the fusion of traditional methodology of fieldwork and spatial informatio
n science. The outcome of this study is in the web-site: http://giswin.geo.tsukuba.ac.jp/sis/project/field
gis/home_e.htm.

研究分野：

科研費の分科・細目：

人文学

キーワード： フィールドワーク　実証研究　人文地理学　地域調査　地誌学　体系化　GIS　GPS

人文地理学



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 

フィールドワークは，個人やグループで現

地に赴き，その地域の自然や人間活動につい

て調査することで，現地調査や地域調査，野

外調査とも呼ばれる．フィールドワークは人

文地理学，社会学，文化人類学，経済学，地

域研究，社会医学，さらには地学や地質学、

生態学など，人文・社会科学から自然科学ま

で幅広く行われている．調査の方法は，聞き

取り，インタビュー，アンケート，参与観察，

景観観察，資料収集，観測など多岐にわたる．

学問分野によって，フィールドワークの対象

や方法論に違いがみられる．人文・社会科学

では，聞き取り，インタビュー，アンケート

などの手法が用いられるが，自然科学では，

景観観察，現地での観測や実験などが好んで

利用される．対象も学問分野によって異なる．

政治学や地域研究が対象とする領域は広く，

スケールでみれば，マクロ的レベルが強い．

被験者に注目すれば，社会学では社会集団を，

民俗学や文化人類学では，個人や少数のグル

ープを対象にすることが多い．文化人類学で

は，現地での滞在期間が長く，時には 1年を

超えて滞在し，個人を対象に継続的に参与観

察や聞き取りを実施することも珍しくない．

自ずと対象地域は生態や生活がなされる集

落単位となる． 

人文地理学のフィールドワークは人文・社

会的事象を扱いながらも，環境・生態的視点

をもち，空間的思考を重視する点に特徴があ

る．人文地理学者は，聞き取り・アンケート・

観察・観測など様々な方法を駆使して地域デ

ータを収集する． 

 
２．研究の目的 

フィールドワークは，経験や職人芸的な感

性（職人技）に負うところが大であり，取得

データの分析や処理は試行錯誤的に進めら

れることも多い．専門や調査地を異にする研

究者にとって，フィールドワークはいわば

「ブラックボックス」と化している．このた

め，研究の手続きが一人一人の力量に委ねら

れ，研究者同士が議論をして調査手法を洗練

させる，あるいは情報を共有するといった発

想や試みはこれまであまりみられなかった．

このような事情を踏まえ，本プロジェクトで

は，人文地理学者が培ってきた豊富なフィー

ルドワークの経験や蓄積にもとづき，暗黙知

とされてきたフィールドワークを体系的に

整理することにより，方法論の「ホワイトボ

ックス」化に挑んだ． 

 
３．研究の方法 

本研究を効果的に推進するには，研究分担

者間で問題意識をシェアし，絶えず意思の疎

通が図れるようにすることが肝要である．こ

の点を考慮し，本研究では日常的に連携が緊

密にできる筑波大学内の研究者でメンバー

を編成した．８名の人文地理学者で研究その

ものを遂行するノウハウや研究論文の論旨

を組み立てる方法などにも注意を払いつつ，

データを系統的に取得・蓄積・管理・分析・

可視化・伝達する汎用的方法を検討した．研

究者間でフィールドワークの技法や手順が

共有できる仕組みを構築し，アイデアの交流，

データの交換，分析手法の双方向的な活用な

どを試みた． 

フィールドワークによって得られたオリ

ジナルなデータを体系的に管理し，デジタ

ル・アーカイブ化していくことの学術的なメ

リットは計り知れない． 

本研究では，フィールドワークに基づく総

合的なデータベースを作成し，地域調査の経

験や蓄積をもとに，その有用性を検証すると

ともに，効果的な利用方法の提示をめざした．

個々の研究者がフィールドワークで独自に

収集してきたデータは，当該研究者にその利

用が留まりがちである．膨大な時間と労力を

費やし作成された貴重なデータにもかかわ

らず，他の研究者に再利用されることは少な

い．チームを組んで実施する共同研究におい

ても，研究が終了すると個別データは破棄さ



れることが多く，次の研究や他のグループに

受け継がれていない．これは，集計や整理の

仕方が個別的かつ非系統的であるため，汎用

性が低いことに起因する． 

本研究では，フィールドワークで得られた

データの規格化を行った．フィールドワーク

で得られたデータに，位置情報（緯度経度，

住所，地名など）や時間情報（時点，期間，

間隔など）の付与を試みた．このデータベー

スをプラットフォームとして，フィールドワ

ークデータの管理・分析・可視化・流通に関

する実証実験に取り組んだ．既存データ（衛

星画像，地図，DEM，統計など）とリンクす

る方策も検討した．最終的には，作業の手順，

分析・考察の方法，結論への導き方などにつ

いても研究者間で共通理解が得られるよう

一般化を試みた． 

 

４．研究成果 

最初の3年間は，1）フィールドワークの考

え方と方法論に関する研究と，2）GISを活用

した地理空間データベース構築に関する研究

を実施し，最終年度ではこれらの研究を統合

して，フィールドワーク方法論の体系化を探

求した．1）では，人文地理学における個別調

査およびグループ調査を対象に，研究・教育

に応用できる転移性と通時性を念頭に地域調

査手法の一般化を試みた．系統地理学では，

とくに観光地理学，農業・農村地理学，都市

地理学に焦点を当てて，地域調査法の共通性

と固有性を探った．海外地域研究においては，

中国とブラジルを対象に，地域特性に応じた

調査手法やデータ取得方法を考究した． 

2）では，アンケート・聞き取り調査によっ

て得られた地理情報を時空間データベースと

して管理し，即座に空間可視化や空間分析が

行えるGISソフトウェアの試作版を構築した．

ここで構築した革新的手法を用いると，デー

タを取得した後，シームレスに集計，分析，

可視化へと進むことができる．データはデジ

タル媒体で得られるので，作業は効率がよい．

アイデアや新しい情報が加わり，フィードバ

ックによってデータは正確性を増し，より洗

練されていく．これまで個人や少数のグルー

プにとどまっていたデータが，共有・蓄積・

流通・公開されていくとすれば，社会的意義

も大きい．これらを支援する仕組みとして，

最近，参加型GISが存在感を増している． 

研究者が行ったデータ解析を他の研究者が

いつでも追尾できる環境が整えば，データの

検証や解釈の妥当性に対する科学的な議論，

さらにはデータの精度や品質などをめぐるデ

ータ提供のあり方についても深い論議を展開

できよう． 

フィールドワーク方法論の進展にともなっ

て，フィールドサイエンスという新しい学問

領域が成立すると考えられる．フィールドサ

イエンスの舞台は地域であり，地域で生起す

る事象や現象が研究の対象である．この新領

域を人文地理学に引き寄せると，フィールド

サイエンスは，「地域を対象にして，地理情報

を取得・管理・分析・可視化・流通・公開す

る汎用的方法を構築し，諸学問への応用の仕

方を探求する学問」と定義できよう．フィー

ルドサイエンスは方法論の科学であり，地域

をキーに，人文社会科学と自然科学をつなぐ

学際的領域を形成する．帰納的思考にもとづ

き地域現象の一般性・法則性を追究する点に

特色があるが，そこには，エビデンスやデー

タをもって秩序を語らしめるという発想がベ

ースにある．フィールドサイエンスの確立に

は，GISやGPS，RSをはじめとする空間情報技

術が大きく貢献する． 

フィールドサイエンスを発展させるには，

どのような見方，考え方で調査研究を進めて

いけばよいだろうか．二項対立的に示せば以

下のように整理できる． 

第１は，仮説検証と仮説構築について．一

般に，フィールドワークは仮説検証より仮説

構築に威力を発揮する．現地で事実を見いだ



し，明らかになった様々な事象を紡ぎ，地域

的特徴（地域性）を浮かび上がらせていくや

り方は，フィールドワークの醍醐味である．

フィールドサイエンスでは，設定した仮説に

固執せず，研究対象地域の状況によって柔軟

に仮説を見直し，修正していくことが大切で

あり，このプロセスを通して仮説が磨かれ，

より洗練されていく．新しい発見や知見は仮

説の検証，あるいは仮説の構築のどちらか一

方向からでは生まれない．  

第２は，地域の開放性と閉鎖性について．

地域はそれ自体閉じてはおらず，隣接・周辺

地域と文化，経済，社会など様々な面で密接

に関係しあっている．地域を変容させるドラ

イビングフォースは，地域内部より外部の力

の方が大きい．各地域が有する開放性と閉鎖

性は，当然ながら置かれた地域の特性や関係

位置によって，その強さが異なる．地域によ

ってどのように異なるかを明らかにするとと

もに，その地域差を生み出した原因を探るこ

とは，フィールドサイエンスの課題の一つで

あろう．  

第３は，集計的思考と非集計的思考につい

て．前述したように，集計的思考は平均値の

世界で論じることにつながる．集計化の過程

で個々の特性が捨象される恐れがある．ミク

ロな地域でフィールドワークを行う際には，

非集計的なマインドで調査を遂行するとと

もに，集計化を行う際には個々の属性や特徴

を損なわないように心がけるべきである． 

第４は，一般性と固有性について．フィー

ルド調査では，場所を変えても同じような地

理的現象・事象が生じていることに気づく．

また，複数の地域を調べてみると，いくつか

の地域は，地域性や地域変化に関して類似し

たパターンを示す．フィールドサイエンスで

は，いずれの地域にも通じる一般的特徴と，

特定の地域のみに該当する固有な特徴を見

定めることが重要である．計量地理学で用い

られる回帰分析を例に，この点を別の角度か

らみてみよう．回帰分析において，回帰直線

からのずれは残差と呼ばれる．社会科学では，

残差は除去すべき対象，すなわち誤差とみな

すことが一般的である．人文地理学では，誤

差の最小化に腐心するのではなく，地域的諸

条件と関連づけながら，残差が生じる要因を

徹底して探究する．地域には変化しやすい事

象と，変化しにくい事象がみられる．たとえ

ば，農山村部では，経済面などは外部の影響

を受けて変化しやすいが，風習・しきたり・

冠婚葬祭といった地域固有の伝統行事や文

化は変化しにくい．また，都市部と比べて，

変化の速度は緩慢であり，時間的なずれ（タ

イムラグ）がみられる． 

フィールドサイエンスでは，地域を相対化

する視点をもつことが肝要である．法則性や

地域構造を導くには，いくつかの地域を比較

し同質性や異質性を探ることが有効である．

一般性を追究するうえで，地域群を類型化す

ることも重要なタスクである．当該地域の特

性が隣接地域にどのように伝播していくの

か，隣接効果や階層効果に着目しながら転移

性を把握することが大事である．発展途上国

における地域研究では，経済の発展レベルが

地域を特徴づけるキーとなることが知られ

ている． 

本プロジェクトでは，WebGIS の活用によっ

て，地理空間情報をいかに取得，整理，保存，

分析，可視化，公開したらよいか，その汎用

的な方法を，筑波大学キャンパスをフィール

ドにして検討した．本研究で開発したデータ

収集システムを用いると，複数のメンバーに

よる共同調査が可能となる．大量のデータが

リアルタイムで取得でき，さらに現地でデー

タの分析や可視化が行える．モバイル端末を

用いることで，誰でも容易に，データが取得

できる．空間情報技術はフィールド調査の効

率化をもたらすことが期待される．  

本研究で構築した筑波大学キャンパス GIS

は，筑波大学空間情報科学研究室のサイトで



閲 覧 可 能 で あ る

（ http://land.geo.tsukuba.ac.jp/campusg

is/CampusGIS_jpn_big.aspx）．また，英語版

も 公 開 し て い る

（ http://land.geo.tsukuba.ac.jp/campusg

is/CampusGIS.aspx）． 

 

なお、4年間にわたる本研究の成果は，『人

文地理学研究』の第 34 巻に特集号「フィー

ルドワーク方法論の体系化」（253 頁）として

出版した． 
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